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品質・環境統合監査 

概要 

最新情報 

当ｾﾝﾀｰの

活動 

・組織がＩＳＯ９０００（品質）、ＩＳＯ１４０００（環境）そしてＯＨＳＡＳ１８００

０（労働安全衛生）などマネジメントルールとして効果的に実施を監視し、検証するた

めには監査が不可欠である。 
・この監査が企業にとって有効となるためには、複数のマネジメントシステムを統合して

監査することが重要になる。 
・ここではその統合監査の進め方とそのポイントを紹介するものである。 

＜関連法規の動き＞ 
①現在では統合監査に関する規格はない。 
②ISO19011 では、複合監査として「品質マネジメントシステム及び環境マネジメントシ
ステム監査」を一緒に行う監査を定義している。 
＜関連技術の動き＞ 
①複合監査を通して、統合化監査の推進 
②ISO19011規格により複合監査及び統合監査の監査員養成 
③企業のマネジメントシステム評価との連動 
＜業界の動き＞ 
①効率的なマネジメントシステム実践の監視と検証を行う。 
②外部審査の効率を高め被審査側の負荷を軽くして、企業の継続的改善に寄与する。 
③内部監査や二者監査への適用により、企業経営評価としての全体最適をみきわめ、有効

なマネジメントシステム構築及び運用を推進する。 
＜今後の課題＞ 
・統合マネジメントシステムの規格は設定されておらず、運用面も明確でない。 
・統合化に向けた企業のマネジメントシステムの構築が大きな課題である。 

＜セミナー・出版物の紹介＞ 
（１）セミナー 
・コンサルタント養成コース（統合マネジメントシステム）（案） 
                     ：㈱新技術開発センター 
（２）出版物 
・統合マネジメントシステム規定事例集(案) 
                     ：㈱新技術開発センター 
・トータルＩＳＯマネジメントシステム   ：㈱新技術開発センター 

 
 
 
 


